
日 時： 平成29年９月10日(日)  

       午前10：00～11：30 
   会  場 ： 小松市公会堂４階 大会議室 

   受 講 料 ： 無料（事前予約不要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６月 30日は１年の折り返しに当たる日。この日に半年の穢れを祓い，残り半年の無病息災を祈願する夏越祓

(ﾅｺﾞｼﾉﾊﾗｴ)という神事が執り行われます。皆さんも人形(ﾋﾄｶﾞﾀ)を神社に納められたことと思います。この日に

水無月(ﾐﾅﾂﾞｷ)という和菓子を食べるのをご存知ですか。三角形に包丁された白の生地に小豆がのった菓子で，

小豆も三角形も謂われがあり，小豆は悪魔祓い，三角形は暑気を払う氷を表わしています。当地方では氷室の

日(７月１日)にちなみ，氷室饅頭を食べる風習が根強いですが，水無月(夏越)祓いも意識したいですね。 

 

第２20 号 

平成 29 年 7 月 1 日 

小松市史編纂事務局 

へんさんだより 

那谷寺は，白山を開いた泰澄大師によって創建され，戦国の世に荒廃するが，近世になり前田利常に

よって再建された高野山真言宗の寺である。 

松尾芭蕉が，｢奥の細道｣の旅路に那谷寺を訪ね，｢石山の 石より白し 秋の風｣と句に詠んだように，

独特の岩谷地形(奇岩遊仙境)で知られるが，利常再建以前の中世の那谷寺については，一般的にあまり

知られていない。また，いまだに花山法皇伝承が歴史的事実として誤解されている。 

ちょうど今年は那谷寺開創 1300 年祭が執り行われていることから，市史講座でも取り上げ，当時の

史料から，垣間見える中世の那谷寺の姿を紹介する。 

☆ 那谷寺の歴史に関わった人物 

『泰澄』…白鳳３年(682)６月に越前国麻生津(福井市南部)で生まれる。14歳の時出家し，十一面観音を念じて

修行を積んだ。36 歳になった養老元年(717)に白山禅定を成し遂げ，岩屋寺(那谷寺)を開き，白山信仰を広めた。

神護景雲元年(767)に越知山大谷寺の岩窟で，86歳で遷化された。 

『花山法皇』…寛和２年(986)に行幸し，永祚元年(989)に岩屋寺を参詣された。その時に，｢西国三十三カ所の

第一番である那智山と，十三番の谷汲山から一字ずつ取り，『那谷寺』と改名した｣という伝承が残っている。 

 

   

第 78回 市史講座 

｢那谷寺－知られざる中世の歴史－｣ 
講師：室山 孝氏 (石川県立図書館加能史料調査委員･小松市史専門委員) 



＜7月のカレンダー＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜事務局7月の活動予定＞ 

・７月 ４日(火) 教育関係調査(特別支援学校) 

・７月 ５・11日 教育関係調査(中学校) 

・７月 ６日(木) 町家実測調査(大文字町) 

・７月 11日(火) 町家実測調査(大文字町) 

・７月 12日(水) 教育関係調査(中学校) 

・７月 12・13 日 教育関係調査(小学校) 

・７月 13日(木) 近現代部会 

・７月 19・21 日 教育関係調査(小学校) 

・７月 20日(木) 町家実測調査(寺町) 

・７月 25日(火) 町家実測調査(京町) 

・７月 27日(木) 寺院実測調査(大文字町) 

・７月 28・29 日 ボーリング地質調査 

・７月 30日(日) 考古部会 

 

・E-mail hensansitu@city.komatsu.lg.jp 

・URL  http://www.city.komatsu.lg.jp/shishihensan/index.html 
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は小松市史編纂事務局が閉室しています。 

小松市史編纂事務局（小松市立図書館 2 階） 

・住所 〒923-0903 小松市丸の内公園町 19 ・TEL 0761(24)5315 ・FAX 0761(22)9763 

＜事務局6月の活動状況＞ 

・６月 １日(木) 建築部会 

・６月 ３日(土) 考古部会 

・６月 ８日(木) 町家実測調査(大文字町) 

・６月 ９日(金) 教育部会 

・６月 13日(火) 町家間取り調査(大文字町) 

・６月 14日(水) 石蔵調査(市内一円) 

・６月 14・16 日 教育関係調査(小学校) 

・６月 15日(木) 町家実測調査(大文字町) 

・６月 20・23 日 教育関係調査(小学校) 

・６月 22日(木) 町家実測調査(大文字町) 

・６月 24日(土) 海外移住関係資料調査(県立図書館) 

・６月 27・30 日 教育関係調査(小学校) 

・６月 29日(木) 町家実測調査(大文字町)  

・６月 29日(木) 市史編さん・編集合同委員会 

 

12 月まで，特別価格 3,800円にて 

販売しております 

 

『新修 小松市史 資料編14 産業』 絶賛発売中 

付録 DVD 

 

付録DVD収録 尾小屋鉱山 

『第３章 鉱山業』見どころ紹介‼ 

第 1 節 尾小屋鉱山 

昭和 46 年に閉山されるまで，全国でも 10 位以内に入る屈指の銅山で

あった。その経営と開発に当たった旧加賀藩家老横山家の文書を今回

提供を受け，鉱山組織を示す規約類などを収録できた。 

第 2節 金平鉱山 

十村役石黒源次が発見，開坑したとされ，｢石黒家文書｣から沿革及び

共有権に関する史料を，金野村役場文書から産出額の史料を採録した。 

第 3節 遊泉寺鉱山 

東京・京都帝国大学生の実習報告(卒論)に最盛期の鉱山の全貌を網羅

する史料が遺されており，当時の詳細を伝える史料として興味深い。 

第 4節 石材業 

史料が数少なく，｢諸文献にみる石材関連記事｣･｢滝ケ原石材起業状況｣

から，近世・近代の小松の石材業の状況のわかる史料を掲載した。 

mailto:hensansitu@city.komatsu.lg.jp

